
(57)【要約】

【課題】光源装置やプロセッサ装置の正面パネルの前側

空間を広くして操作部への良好なアクセスを確保し、ま

たケーブルの接続作業が容易となるようにする。

【解決手段】ライトガイド及び電気線が内包される第１

ケーブル１８を、ライトガイドコネクタ１９を介して光

源装置１２へ接続し、このライトガイドコネクタ１９か

ら導出された電気線が内包される第２ケーブル２０を、

電気コネクタ２１を介してプロセッサ装置１４へ接続す

る内視鏡において、上記ライトガイドコネクタ１９を光

源装置１２の正面パネル１２Ａを向いて接続した状態で

、上記第２ケーブル２０を、ライトガイドコネクタ１９

の右側へ配置しかつ第１ケーブル軸方向の第１ケーブル

１８側から３０°≦θ≦６０°の角度θで斜めに取り付

ける。また、このライトガイドコネクタ１９には、上記

第２ケーブル２０が着脱自在となるように中間コネクタ

を設けることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 照 明 光 を 供 給 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド 及 び 撮 像 素 子 か ら 映 像 信 号 を 得 る た め の 電 気 線 が
配 設 さ れ る 内 視 鏡 の 第 １ ケ ー ブ ル を 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ を 介 し て 光 源 装 置 へ 接 続 し 、
　 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ か ら 導 出 さ れ た 上 記 電 気 線 が 配 設 さ れ る 内 視 鏡 の 第 ２ ケ ー ブ
ル を 、 電 気 コ ネ ク タ を 介 し て 映 像 信 号 処 理 用 の プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 接 続 す る 内 視 鏡 の コ ネ ク
タ 装 置 に お い て 、
　 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル は 、 上 記 光 源 装 置 に 対 し そ の 正 面 パ ネ ル を 向 い て 接 続 し た 上 記 ラ イ ト
ガ イ ド コ ネ ク タ の 右 側 へ 配 置 し 、 か つ 第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 の 上 記 第 １ ケ ー ブ ル 側 か ら ０ °
＜ θ ＜ ９ ０ ° の 範 囲 内 の 角 度 θ を 以 っ て 当 該 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ か ら 斜 め 方 向 に 取 り 付
け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に は 、 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル が 着 脱 自 在 と な る よ う に 中 間 コ ネ ク
タ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル は 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 が 上 記 光 源 装 置 の 下 側 に 配 置 さ れ る 場 合 に は
上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 の 水 平 位 置 か ら ０ ° ＜ φ ａ ＜ ９ ０ ° の 範 囲 内 の 角 度 φ ａ

だ け 下 側 へ 向 け て 取 り 付 け 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 が 上 記 光 源 装 置 の 上 側 に 配 置 さ れ る 場 合
に は 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 の 水 平 位 置 か ら ０ ° ＜ φ ｂ ＜ ９ ０ ° の 範 囲 内 の 角 度
φ ｂ だ け 上 側 へ 向 け て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の コ ネ ク
タ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 、 特 に 照 明 光 を 供 給 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド を 光 源 装 置
に 、 ま た 映 像 信 号 を 得 る た め の 電 気 線 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 装 置 の
構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ に は 、 従 来 の 内 視 鏡 （ 電 子 内 視 鏡 ） 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 ７ は 特
公 平 ７ － ２ ４ ６ ５ ３ 号 （ 下 記 特 許 文 献 １ ） に 記 載 さ れ た も の で 、 図 ８ は 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２
２ ５ ０ ９ ３ （ 下 記 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 さ れ た も の で あ る 。
　 図 ７ の 内 視 鏡 装 置 で は 、 内 視 鏡 １ 、 光 源 装 置 ２ 及 び そ の 上 に 載 せ ら れ た 撮 像 制 御 装 置 ３
を 有 し 、 ラ イ ト ガ イ ド 及 び 信 号 線 等 を 内 包 す る 上 記 内 視 鏡 １ の ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル ４ ａ
は 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ で 光 源 装 置 ２ の 正 面 パ ネ ル ２ Ａ （ 操 作 ス イ ッ チ 等 が 配 置 さ れ る ） に
接 続 さ れ 、 こ の コ ネ ク タ ４ ｂ の 側 面 に 取 り 付 け ら れ た 信 号 ケ ー ブ ル ４ ｃ は コ ネ ク タ ４ ｄ で
撮 像 制 御 装 置 ３ の 正 面 パ ネ ル ３ Ａ へ 接 続 さ れ る 。 な お 、 上 記 信 号 ケ ー ブ ル ４ ｃ は コ ネ ク タ
４ ｅ に て 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ か ら 取 り 外 せ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ の 内 視 鏡 装 置 で は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ の 上 に 光 源 装 置 ６ が 載 せ ら れ て お り 、 こ の 光
源 装 置 ６ の 正 面 パ ネ ル ６ Ａ （ 操 作 ス イ ッ チ 等 が 配 置 さ れ る ） に 、 ラ イ ト ガ イ ド 及 び 電 気 線
等 を 内 包 す る 内 視 鏡 の ケ ー ブ ル ７ ａ が コ ネ ク タ 部 ７ ｂ で 接 続 さ れ 、 こ の コ ネ ク タ 部 ７ ｂ の
下 側 に 取 り 付 け ら れ た ケ ー ブ ル （ 電 気 ケ ー ブ ル ） ７ ｃ は コ ネ ク タ ７ ｄ で プ ロ セ ッ サ 装 置 ５
の 正 面 パ ネ ル ５ Ａ へ 接 続 さ れ る 。 こ の よ う に し て 、 従 来 の 内 視 鏡 装 置 で は 、 ラ イ ト ガ イ ド
と 電 気 線 （ 又 は 信 号 線 ） を 一 つ の 内 視 鏡 ケ ー ブ ル 内 に 配 設 す る 共 に 、 ラ イ ト ガ イ ド は 光 源
装 置 ２ ， ６ へ 、 電 気 線 は 撮 像 制 御 装 置 ３ や プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ へ 接 続 す る よ う に な っ て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ７ － ２ ４ ６ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ５ ０ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ５ ７ ９ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ５ － ２ ２ ８ １ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 で は 次 の よ う な 不 都 合 が あ る 。 即 ち 、 図 ７
の 内 視 鏡 装 置 で は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ に 取 り 付 け ら れ る ケ ー ブ ル ４
ｃ が 正 面 パ ネ ル ２ Ａ に 沿 っ て 右 方 向 へ 導 き 出 さ れ て い る こ と か ら 、 撮 像 制 御 装 置 ３ へ 連 結
す る ケ ー ブ ル ４ ｃ は 光 源 装 置 ２ や 撮 像 制 御 装 置 ３ の 正 面 パ ネ ル （ 操 作 パ ネ ル ） ２ Ａ ， ３ Ａ
の 前 を 塞 ぎ 、 こ の 正 面 パ ネ ル ２ Ａ ， ３ Ａ に 配 置 さ れ た 操 作 部 で の 各 種 の 操 作 を 著 し く 阻 害
す る 場 合 が あ る 。 一 方 、 上 記 撮 像 制 御 装 置 ３ へ 接 続 さ れ る ケ ー ブ ル ４ ｃ は コ ネ ク タ ４ ｅ で
着 脱 可 能 と な っ て い る が 、 こ れ を 光 源 装 置 ２ へ 接 続 さ れ た 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ に 着 脱 す る
と き に は 、 コ ネ ク タ ４ ｅ を 光 源 装 置 ２ の 正 面 パ ネ ル ２ Ａ に 近 い 位 置 で 、 正 面 パ ネ ル ２ Ａ に
沿 っ て （ 平 行 に ） 挿 脱 す る た め 、 こ の 着 脱 作 業 が 行 い 難 く な る 。 こ れ を 回 避 す る た め 、 コ
ネ ク タ ４ ｅ の 位 置 を 正 面 パ ネ ル ２ Ａ か ら 遠 い 距 離 に 離 す こ と も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合 は
光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ が 長 尺 化 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 図 ８ の 内 視 鏡 装 置 で は 、 上 述 の よ う な 正 面 パ ネ ル の 操 作 部 を 塞 ぐ こ と は 少 な い が
、 コ ネ ク タ 部 ７ ｂ に 取 り 付 け ら れ た 上 下 の ケ ー ブ ル ７ ａ ， ７ ｃ 同 士 が 隣 接 す る た め 、 こ の
ケ ー ブ ル ７ ａ と ７ ｃ の 間 の 洗 浄 が 行 い 難 く な る 。 し か も 、 下 側 に 配 置 さ れ た ケ ー ブ ル （ 電
気 線 ケ ー ブ ル ） ７ ｃ の 基 端 部 （ コ ネ ク タ 部 ７ ｂ 側 ） と プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ に お け る コ ネ ク タ
７ ｄ の 接 続 位 置 と の 距 離 が 短 く 、 ケ ー ブ ル ７ ｃ を 小 さ な 曲 率 で 折 り 曲 げ る こ と に な る の で
、 ケ ー ブ ル ７ ｃ に 大 き な 負 担 が か か る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 図 ７ の 場 合 は ケ ー ブ ル ４ ｃ を 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ か ら 右 側 へ 垂 直 に 出 す よ う に 配
置 し て い る が 、 従 来 で は 上 記 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ５ ７ ９ ７ 号 公 報 （ 上 記 特 許 文 献 ３ ） に 示
さ れ る よ う に 、 信 号 処 理 装 置 へ 向 か う ケ ー ブ ル （ 上 記 ４ ｃ に 対 応 す る も の ） を 図 ７ の 場 合
と は 反 対 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 上 記 ４ ｂ に 対 応 す る も の ） の 左 側 へ 出 す よ う に す る も
の も 存 在 す る 。 こ の 場 合 は 、 光 源 装 置 及 び 信 号 処 理 装 置 の 正 面 パ ネ ル で の 各 種 操 作 を 阻 害
す る こ と が 少 な く な る 。 し か し 、 内 視 鏡 で は 、 多 く の 場 合 、 操 作 部 （ 図 ７ の １ Ａ ） を 左 手
で 把 持 し 、 右 手 で ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 光 源 部 コ ネ ク タ ） を 光 源 装 置 へ 差 し 込 み 、 そ の
後 に 右 手 で 左 手 方 向 に 位 置 す る ケ ー ブ ル 及 び コ ネ ク タ を 掴 ん で 信 号 処 理 装 置 （ プ ロ セ ッ サ
装 置 ） へ 接 続 し な け れ ば な ら ず 、 こ の 接 続 作 業 が 煩 雑 と な る 。 し か も 、 図 ７ で 説 明 し た よ
う に 、 ケ ー ブ ル ４ ｃ が コ ネ ク タ ４ ｅ で 着 脱 可 能 と な る 場 合 に は 、 こ の コ ネ ク タ ４ ｅ を 右 手
で 光 源 部 コ ネ ク タ ４ ｂ （ ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ ） の 左 側 へ 接 続 し な け れ ば な ら ず 、 接 続 が
容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 従 来 に は 、 図 ７ ， 図 ８ の よ う に 撮 像 制 御 装 置 ３ ， プ ロ セ ッ サ 装 置 ５ 側 へ の ケ ー ブ
ル ４ ｃ ， ７ ｃ を 光 源 装 置 側 の コ ネ ク タ ４ ｂ ， ７ ｂ に 取 り 付 け ら れ る の で は な く 、 特 開 平 ５
－ ２ ２ ８ １ ０ ４ 号 公 報 （ 上 記 特 許 文 献 ４ ） に 示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 ケ ー ブ ル （ ４ ａ ， ７
ａ ） を 途 中 で 光 源 側 ケ ー ブ ル と プ ロ セ ッ サ 装 置 側 ケ ー ブ ル の ２ 本 に 分 岐 さ せ た も の も 存 在
す る 。 し か し 、 こ の 場 合 は 、 分 岐 さ せ た ２ 本 の ケ ー ブ ル の コ ネ ク タ が 振 り 子 の よ う に 揺 動
し 、 コ ネ ク タ 同 士 の 衝 突 に よ っ て コ ネ ク タ 自 体 が 破 損 す る こ と が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 光 源 装 置 や プ ロ セ ッ サ
装 置 の 正 面 パ ネ ル の 前 側 空 間 を 広 く す る こ と に よ り 操 作 部 へ の 良 好 な ア ク セ ス が 確 保 で き
、 ま た 光 源 装 置 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 へ の ケ ー ブ ル の 接 続 作 業 が 容 易 と な り 、 洗 浄 性 も 高 い
等 の 利 点 を 有 し 、 使 い 勝 手 の よ い 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 照 明 光 を 供 給 す る た め の ラ イ ト ガ

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-334119 A 2005.12.8



イ ド 及 び 撮 像 素 子 か ら 映 像 信 号 を 得 る た め の 電 気 線 が 配 設 さ れ る 内 視 鏡 の 第 １ ケ ー ブ ル を
、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ を 介 し て 光 源 装 置 へ 接 続 し 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ か ら 導 出
さ れ た 上 記 電 気 線 が 配 設 さ れ る 内 視 鏡 の 第 ２ ケ ー ブ ル を 、 電 気 コ ネ ク タ を 介 し て 映 像 信 号
処 理 用 の プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 接 続 す る 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 に お い て 、 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル は
、 上 記 光 源 装 置 に 対 し そ の 正 面 パ ネ ル （ 制 御 パ ネ ル ） を 向 い て 接 続 し た 上 記 ラ イ ト ガ イ ド
コ ネ ク タ の 右 側 へ 配 置 し 、 か つ 第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 の 上 記 第 １ ケ ー ブ ル 側 か ら ０ ° ＜ θ ＜
９ ０ ° の 範 囲 内 の 角 度 θ を 以 っ て 当 該 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ か ら 斜 め 方 向 に 取 り 付 け た こ
と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に は 、 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル が 着 脱 自 在 と な
る よ う に 中 間 （ 分 離 ） コ ネ ク タ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 第 ２ ケ ー ブ ル は 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 が 上 記 光 源 装 置 の 下 側 に
配 置 さ れ る 場 合 に は 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 の 水 平 位 置 か ら ０ ° ＜ φ ａ ＜ ９ ０ °
の 範 囲 内 の 角 度 φ ａ だ け 下 側 へ 向 け て 取 り 付 け 、 上 記 プ ロ セ ッ サ 装 置 が 上 記 光 源 装 置 の 上
側 に 配 置 さ れ る 場 合 に は 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 の 水 平 位 置 か ら ０ ° ＜ φ ｂ ＜ ９
０ ° の 範 囲 内 の 角 度 φ ｂ だ け 上 側 へ 向 け て 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 で 光 源 装 置 の 正 面 パ ネ ル を 向 い た 状
態 に お い て 、 第 ２ ケ ー ブ ル が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 右 側 で 第 １ ケ ー ブ ル に 対 し 例 え ば ４
５ 度 （ 或 い は ３ ０ 度 ～ ６ ０ 度 ） の 角 度 θ を 以 っ て 斜 め 後 方 に 導 き 出 さ れ て 取 り 付 け ら れ る
の で 、 第 ２ ケ ー ブ ル が 正 面 パ ネ ル に 平 行 に 配 置 さ れ る 場 合 と 比 較 す る と 、 斜 め 後 方 へ 退 避
し た 分 だ け 、 操 作 空 間 で あ る 正 面 パ ネ ル の 前 側 空 間 が 広 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 第 ３ 請 求 項 の 構 成 で は 、 光 源 装 置 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と が 上 下 に 重 ね ら れ た 配 置 に
お い て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 が 光 源 装 置 の 下 側 に 載 置 さ れ る 場 合 は 、 第 ２ ケ ー ブ ル が 水 平 位 置
か ら 例 え ば ２ ０ ～ ３ ０ 度 程 度 の 角 度 φ だ け 下 側 へ 向 け て 取 り 付 け ら れ 、 一 方 プ ロ セ ッ サ 装
置 が 光 源 装 置 の 上 側 に 載 置 さ れ る 場 合 は 、 第 ２ ケ ー ブ ル が 水 平 位 置 か ら 例 え ば ２ ０ ～ ３ ０
度 程 度 の 角 度 φ だ け 上 側 へ 向 け て 取 り 付 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 に よ れ ば 、 正 面 パ ネ ル 前 側 の 操 作 空 間 が 広 く な り 、 正 面
パ ネ ル 操 作 部 へ の ア ク セ ス が 容 易 と な り 、 ま た 第 ２ ケ ー ブ ル が 右 側 に 配 置 さ れ る こ と か ら
、 内 視 鏡 操 作 部 を 左 手 で 把 持 し 、 右 手 で ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 及 び 電 気 コ ネ ク タ を 容 易 に
接 続 す る こ と が で き 、 請 求 項 ２ の よ う に 第 ２ ケ ー ブ ル が 中 間 コ ネ ク タ で 着 脱 自 在 と な る 場
合 も 、 右 手 で 第 ２ ケ ー ブ ル の 中 間 コ ネ ク タ を ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に 容 易 に 接 続 し 又 は 取
り 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 従 来 の 図 ８ の 構 成 と 比 較 す る と 、 第 １ ケ ー ブ ル と 第 ２ ケ ー ブ ル の 間 隔 が 狭 く な ら
な い の で 、 高 い 洗 浄 性 を 維 持 で き 、 第 ２ ケ ー ブ ル の 取 付 け 接 続 時 の 曲 率 も 小 さ く な ら な い
の で 、 第 ２ ケ ー ブ ル に 負 荷 を か け る こ と も な い と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 特 開 平 ５ － ２ ２
８ １ ０ ４ 号 公 報 （ 上 記 特 許 文 献 ４ ） の よ う に 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （ 差 込 部 ） と 電 気 コ
ネ ク タ （ 差 込 部 ） が 揺 動 し て こ れ ら が 破 損 す る と い う 事 態 も 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 光 源 装 置 が プ ロ セ ッ サ 装 置 の 上 側 で あ っ て も 、 下 側 で あ
っ て も 、 第 ２ ケ ー ブ ル が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ か ら プ ロ セ ッ サ 装 置 へ 向 く の で 、 自 然 な 接
続 配 置 状 態 と な り 、 第 ２ ケ ー ブ ル が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 基 端 部 （ 付 け 根 ） に 与 え る 負
荷 も 小 さ く な る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 乃 至 図 ５ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 の 構 成 が 示 さ れ 、 図 １ は コ
ネ ク タ 装 置 を 光 源 装 置 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 内 視 鏡 （
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電 子 内 視 鏡 ） の 全 体 構 成 図 で あ る 。 内 視 鏡 装 置 は 、 図 ３ に 示 す 内 視 鏡 １ ０ と 、 図 １ に 示 す
光 源 装 置 １ ２ 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ 、 そ し て モ ニ タ 等 か ら 構 成 さ れ る 。
　 図 ３ に お い て 、 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 等 へ の 挿 入 部 で あ っ て 先 端 部 に 撮 像 素 子 を 有 す る
軟 性 部 １ ６ 、 ア ン グ ル 操 作 ツ マ ミ や そ の 他 の 各 種 ス イ ッ チ を 有 す る 操 作 部 １ ７ 、 照 明 光 を
導 く た め の ラ イ ト ガ イ ド 、 制 御 信 号 や 映 像 信 号 等 を 伝 送 す る た め の 電 気 線 及 び 送 気 ／ 送 水
管 等 を 内 包 し 、 こ れ ら を 外 部 機 器 に 接 続 す る た め の 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ 等 を 備 え て い る 。 こ
の 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ の 端 部 に は 、 光 源 装 置 １ ２ に 連 結 す る た め の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ （
差 込 み 部 ） １ ９ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に 連 結 す る た め の 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ 及 び 電 気 コ ネ ク
タ （ 差 込 み 部 ） ２ １ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 即 ち 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ は 、 ラ イ ト ガ イ ド の 入 射 端 ２ ２ を 突 出 形 成 し て お
り 、 こ れ に よ っ て 上 記 軟 性 部 １ ６ の 先 端 部 か ら 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ を 通 し て 上 記 入 射 端 ２ ２
ま で 配 設 さ れ る ラ イ ト ガ イ ド を 光 源 装 置 １ ２ へ 接 続 す る 。 ま た 、 上 記 電 気 コ ネ ク タ ２ １ は
、 軟 性 部 １ ６ の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 撮 像 素 子 か ら 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ を
通 し て 配 設 さ れ る 電 気 線 （ 信 号 線 ） を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ へ 接 続 す る 。 な お 、 上 記 ラ イ ト
ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ に は 、 送 水 コ ネ ク タ ２ ３ ａ 、 通 気 コ ネ ク タ ２ ３ ｂ 、 吸 引 コ ネ ク タ ２ ３
ｃ 及 び Ｓ 端 子 ２ ３ ｄ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に お い て 、 光 源 装 置 １ ２ の 正 面 パ ネ ル １ ２ Ａ に は 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９
を 接 続 す る コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ５ が 設 け ら れ 、 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ５ の 右 側 に 、 操 作 パ ネ
ル （ タ ッ チ パ ネ ル や 押 し 釦 配 列 パ ネ ル ） ２ ６ 等 が 配 置 さ れ る 。 ま た 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４
の 正 面 パ ネ ル １ ４ Ａ に は 、 上 記 電 気 コ ネ ク タ ２ １ を 接 続 す る コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ７ が 設 け ら
れ 、 こ の コ ネ ク タ 受 け 部 ２ ７ の 右 側 に 、 操 作 パ ネ ル （ 上 記 と 同 様 ） ２ ８ 等 が 配 置 さ れ る 。
な お 、 各 装 置 左 側 に あ る 部 材 ２ ９ は 送 水 タ ン ク で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 １ ０ の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ に お い て 、 第 １ 実 施 例 で は 、 導 出 部
（ 内 部 は 導 出 リ ン グ ） ３ ０ を 設 け る こ と に よ っ て 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ を ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ １ ９ の 右 側 か ら 斜 め 後 方 へ 導 き 出 し て 取 り 付 け る 。 即 ち 、 図 ２ （ Ａ ） 及 び 図 ３ に 示 さ
れ る よ う に 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ に お い て 、 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ の 中 心 軸 方 向 で あ る
第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ ０ と 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ の 中 心 軸 方 向 で あ る 第 ２ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １
０ １ と の 角 度 （ ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ を 上 側 か ら 見 て 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ 側 か ら 測 っ た
水 平 面 内 の 角 度 ） θ を 例 え ば ４ ５ 度 と す る 。 こ の 角 度 θ は 、 ０ ° ＜ θ ＜ ９ ０ ° 、 又 は １ ０
° ≦ θ ≦ ８ ０ ° の 範 囲 内 で 設 定 さ れ る こ と に な り 、 更 に い え ば ３ ０ ° ≦ θ ≦ ６ ０ ° の 範 囲
で 選 択 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ （ Ｂ ） 及 び 図 ４ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ の 導 出 方 向
は 導 出 部 ３ ０ に よ っ て 水 平 位 置 に 維 持 さ れ る （ ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 ） 。 図 ２ （ Ｂ
） は 、 図 ２ （ Ａ ） を 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ の 方 か ら 見 た も の で あ り 、 導 出 部 ３ ０ が ラ イ ト ガ イ
ド コ ネ ク タ １ ９ の 右 側 に お い て 水 平 方 向 に 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 、 第 ２ ケ ー ブ ル 軸 方
向 １ ０ １ が 水 平 位 置 に 維 持 さ れ る 。 こ の 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ は 、 基 本 的 に ラ イ ト ガ イ ド コ ネ
ク タ １ ９ の 右 側 か ら 導 出 さ れ れ ば よ く 、 第 １ 実 施 例 で は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、
第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ １ の 垂 直 線 の 下 側 か ら の 測 っ た 角 度 を φ と す る と 、 ０ ° ＜ φ ＜ １
８ ０ ° の 範 囲 で 設 定 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ は 円 柱 状 と な っ
て い る が 、 そ の 回 転 方 向 の 接 続 位 置 は 、 ラ イ ト ガ イ ド 入 射 端 ２ ２ の 配 置 位 置 等 に よ っ て 一
定 に 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 上 記 垂 直 方 向 の 角 度 （ φ ） に つ い て は 、 光 源 装 置 １ ２ と プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 両
者 の 配 置 状 況 で 次 の よ う な 値 を 選 択 す る こ と が で き る 。 図 ４ （ Ｂ ） に は 、 図 １ の よ う に 、
プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ が 光 源 装 置 １ ２ の 下 側 に 載 置 さ れ る 場 合 の 例 が 示 さ れ て お り 、 ラ イ ト
ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 に お い て 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ を 水 平 位 置 か ら 例 え ば ３ ０ 度 程 度 の 角
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度 （ 側 面 か ら 見 た 第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ ０ と 第 ２ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ １ の 角 度 ） φ ａ だ
け 下 側 へ 向 け て 取 り 付 け る こ と が で き る 。 即 ち 、 図 ５ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 角 度
φ ａ は 、 水 平 位 置 か ら 下 側 へ ０ ° ＜ φ ａ ＜ ９ ０ ° の 範 囲 で 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 図 １ と は 逆 に 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ が 光 源 装 置 １ ２ の 上 に 重 ね て 載 置 さ れ る 場 合
は 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 接 続 時 に お い て 、 第 ２ ケ ー ブ ル
２ ０ を 水 平 位 置 か ら 例 え ば ３ ０ 度 程 度 の 角 度 （ 側 面 か ら 見 た 第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ ０ と
第 ２ ケ ー ブ ル 軸 方 向 １ ０ １ の 角 度 ） φ ｂ だ け 上 側 へ 向 け て 取 り 付 け る こ と が で き る 。 こ の
角 度 φ ｂ は 、 水 平 位 置 か ら 上 側 へ 測 っ て 、 ０ ° ＜ φ ｂ ＜ ９ ０ ° の 範 囲 で 設 定 す る 。 こ の よ
う に し て 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ へ 向 け て 傾 け る こ と に よ り 、 第 ２ ケ ー
ブ ル ２ ０ が 自 然 な 状 態 で 配 置 さ れ 、 こ の 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ の
基 端 部 又 は 導 出 部 ３ ０ に 与 え る 負 荷 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 上 記 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ 及 び 電 気 コ ネ ク タ ２
１ を 光 源 装 置 １ ２ 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ に 接 続 す る と 、 図 １ に 示 さ れ る 状 態 と な る 。 こ
の 図 １ か ら 分 か る よ う に 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ は 導 出 部 ３ ０ に よ っ て ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ
１ ９ の 側 面 か ら 斜 め 後 方 へ 導 か れ る の で 、 光 源 装 置 １ ２ 及 び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ４ の 正 面 パ
ネ ル １ ２ Ａ ， １ ４ Ａ の 前 方 に は 、 図 示 Ｅ の 広 い 範 囲 の 空 間 が で き る こ と に な る 。 従 っ て 、
正 面 パ ネ ル １ ２ Ａ ， １ ４ Ａ に 配 置 さ れ て い る 操 作 パ ネ ル ２ ６ ， ２ ８ 等 へ の 操 作 ア ク セ ス が
容 易 と な る 。 し か も 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ の 右 側 に 配 置 さ れ る
こ と か ら 、 内 視 鏡 操 作 部 １ ７ を 左 手 で 把 持 し な が ら 、 右 手 で ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ と
電 気 コ ネ ク タ ２ １ を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ ケ ー ブ ル １ ８ と 第 ２ ケ ー ブ
ル ２ ０ の 間 隔 が 狭 く な ら な い の で 、 高 い 洗 浄 性 を 維 持 で き 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ の 取 付 け 接
続 時 の 曲 率 が 小 さ く な る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に は 、 第 ２ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お
り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ に お い て 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ を 中 間 コ ネ
ク タ ３ ２ に て 着 脱 自 在 に 構 成 し た も の で あ る 。 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０
側 に 設 け ら れ た 中 間 コ ネ ク タ （ 差 込 み 部 ） ３ ２ は 、 ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ 側 の 導 出 部
（ コ ネ ク タ 受 け 部 ） ３ ３ に 接 続 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 導 出 部 ３ ３ で は そ の 内 部
に 電 気 コ ネ ク タ 用 の 例 え ば 雄 ピ ン ３ ５ が 設 け ら れ る と 共 に 、 受 け リ ン グ ３ ６ 外 周 の 例 え ば
３ 箇 所 に 係 合 ピ ン ３ ７ が 配 置 さ れ る 。 一 方 、 中 間 コ ネ ク タ （ 差 込 み 部 ） ３ ２ に は そ の 内 部
に 雌 ピ ン が 配 置 さ れ る と 共 に 、 外 周 部 に 所 定 の 範 囲 を 回 転 す る 固 定 用 リ ン グ ３ ９ が 設 け ら
れ る 。 こ の 固 定 用 リ ン グ ３ ９ に は 、 そ の 内 側 に 上 記 係 合 ピ ン ３ ７ と 係 合 す る ガ イ ド 溝 ４ ０
が ３ 箇 所 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 外 周 に は 上 部 位 置 を 示 す 目 印 ４ １ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 目 印 ４ １ を 上 側 に し て
中 間 コ ネ ク タ ３ ２ を 導 出 部 ３ ３ に 差 し 込 み 、 固 定 用 リ ン グ ３ ９ を 締 め 込 む よ う に 右 回 転 さ
せ る と 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド 溝 ４ ０ （ 差 込 み 方 向 の 溝 、 斜 め に 傾 斜 す る
溝 及 び 回 転 方 向 の 溝 ） 内 に 係 合 ピ ン ３ ７ が 案 内 さ れ る こ と に よ り 中 間 コ ネ ク タ ３ ２ は 導 出
部 ３ ３ に し っ か り と 固 定 さ れ る （ 係 合 ピ ン ３ ７ が 回 転 方 向 の 溝 に 位 置 す る 時 に 固 定 状 態 と
な る ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 中 間 コ ネ ク タ ３ ２ に よ っ て 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ が 第 １ ケ ー ブ ル
１ ８ に 対 し 分 離 可 能 と な る の で 、 洗 浄 や コ ネ ク タ 接 続 等 に お い て 取 扱 い が 容 易 と な る 。 そ
し て 、 こ の 第 ２ 実 施 例 の 場 合 も 、 第 ２ ケ ー ブ ル ２ ０ が ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ の 右 側 か
ら 導 出 さ れ る よ う に 、 中 間 コ ネ ク タ ３ ２ も ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ の 右 側 に 配 置 さ れ る
の で 、 右 手 で 中 間 コ ネ ク タ ３ ２ を ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ １ ９ に 容 易 に 接 続 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 の コ ネ ク タ 装 置 を 適 用 し た 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ に お け る 第 １ ケ ー ブ ル と 第 ２ ケ ー ブ ル の 関 係
を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 上 面 図 、 図 （ Ｂ ） は 第 １ ケ ー ブ ル 側 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 接 続 時 の ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ の 周 辺 部 分 を 右 側 側 面 か ら 見 た も の で 、 図 （ Ａ ）
は 図 ３ に 対 応 し 第 ２ ケ ー ブ ル を 水 平 位 置 に 配 置 し た と き の 図 、 図 （ Ｂ ） は 第 ２ ケ ー ブ ル を
水 平 位 置 か ら 下 側 へ 傾 け た と き の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 （ Ａ ） は 下 側 に あ る プ ロ セ ッ サ 装 置 に 対 応 さ せ て 第 ２ ケ ー ブ ル を 水 平 位 置 か ら
下 側 へ 傾 け た と き の 図 、 図 （ Ｂ ） は 上 側 に あ る プ ロ セ ッ サ 装 置 に 対 応 さ せ て 第 ２ ケ ー ブ ル
を 水 平 位 置 か ら 上 側 へ 傾 け た と き の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ 実 施 例 の 中 間 コ ネ ク タ に 関 す る 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は コ ネ ク タ 接 続 前 の 図
、 図 （ Ｂ ） は コ ネ ク タ 接 続 後 の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の コ ネ ク タ 接 続 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 内 視 鏡 装 置 の コ ネ ク タ 接 続 の 他 の 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ … 内 視 鏡 、 　 　 　 　 　 　 １ ２ … 光 源 装 置 、
　 １ ４ … プ ロ セ ッ サ 装 置 、 　 　 １ ７ … 操 作 部 、
　 １ ８ … 第 １ ケ ー ブ ル 、
　 １ ９ … ラ イ ト ガ イ ド コ ネ ク タ 、
　 ２ ０ … 第 ２ ケ ー ブ ル 、 　 　 　 ２ １ … 電 気 コ ネ ク タ 、
　 ２ ６ ， ２ ８ … 操 作 パ ネ ル 、
　 ３ ０ ， ３ ３ … 導 出 部 、
　 ３ ２ … 中 間 コ ネ ク タ 、 　 　 　 ３ ７ … 係 合 ピ ン 、
　 ３ ９ … 固 定 用 リ ン グ 、 　 　 　 ４ ０ … ガ イ ド 溝 、
　 １ ０ ０ … 第 １ ケ ー ブ ル 軸 方 向 、
　 １ ０ １ … 第 ２ ケ ー ブ ル 軸 方 向 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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